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2025年 11月 14日 

スパイダープラス株式会社 

代表取締役社長 伊藤謙自 

（東証グロース：4192） 

 

2025年 12月期 第３四半期 決算説明資料スクリプト 

 

 

【決算発表資料】 

https://spiderplus.co.jp/ir/results/ 

 

【スクリプトに関する注意事項】 

本スクリプトにおける将来の見通しに関する記述は、将来の結果や業績を保証するものではありませ

ん。将来予想に関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将

来における実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に示された

将来の業績や結果の予測とは大きく異なる可能性があります。これらの記述に記載された結果と大き

く異なる可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界

の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。本書き起こしは、情報提供の

みを目的として作成しております。また、日本、米国、その他の地域における有価証券の販売の勧誘

や購入の勧誘を目的としたものではありません。

https://spiderplus.co.jp/ir/results/
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当社はテクノロジーの⼒で建設現場の⽣産性向上や働き⽅改⾰に貢献する事業を⾏っています。 

 

 

建設業界は、都市部の再開発や⽼朽化したインフラの修繕需要増加を主な要因として、⻑期的に市場

規模が拡⼤していくとみられています。一方で、働き⼿・担い手の減少が続くという構造的な課題を

抱えており、DXによる⽣産性向上のニーズの高まりが建設 DXの市場機会と当社は捉えています。 
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政府や行政が取り組む規制や法改正も建設現場の IT活用・DXを推進するものが多く、これらの市場

環境から現場のデジタル活用が加速し、建設 DX市場は今後さらに拡大する見込みです。 

 

 

 

ここ数年、人件費や資材価格が上昇を続けており、「建設現場のコスト増加」も建設業界の対処すべ

き課題となっています。IT活用による抜本的な業務改善が必要な状況です。 
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建設 DXニーズの動向について補足します。建設業界の⼤⼿企業は DXに積極的に取り組んでおり、

デジタルツールの導⼊による業務のデジタル化から、施⼯データや AIを活⽤した業務プロセスの変

⾰まで、ニーズが⾼度化・多様化しています。 

建設業界では、これらのニーズに対応できるソリューションが求められています。当社においても、

さらなる生産性向上を実現するための SPIDER+活用方法などについて相談をいただく機会が増えて

おり、当社の成長機会は拡大しています。 

 

 

 
 

当社は今期、３つの重点施策、「DX先進企業との共創」「既存大手顧客の浸透」「未導入企業の開

拓」を掲げて事業を推進しています。 
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「DX先進企業との共創」では、足元で需要が大きく拡大している大手顧客のニーズを優先的に取り

込むことに注力しています。「DX先進企業との共創」は、顧客の現場サイドからだけではなく、DX

戦略室など顧客の経営サイドとの取り組みが強化されます。 

 

そのため、この施策は大手顧客の全社導入促進に繋がり、大手全社導入の促進は、その企業のサプラ

イチェーンを構成する全国の中堅・中小企業群への展開、すなわち未導入企業の開拓促進に繋がると

考えております。 

 

 

当社は今年の７月に、「SPIDER+ Workspace構想」という中期的に我々が目指すプロダクト Vision

を公開しました。 

 

「SPIDER+ Workspace」は、現在の施工管理サービス「SPIDER+」のみでなく、現場における様々

なニーズを叶える新たなサービスを生み出していくことで、我々が建設現場の「インフラ」になるこ

とを目指しています。 

 

また、「SPIDER+ Workspace構想」の発表と併せて、サービスのリブランディングを目的としたロ

ゴの刷新等も実施しております。 

 

 



 

 

6 

 

ここから、FY2025.Q3の業績ハイライトについてご説明します。 

 

 

まずは、決算概況です。 

安定した財務基盤のもと、売上高成長率+21%、EBITDA黒字化、前期比+3.9億円改善して着地して

います。 

 

売上高成長は、後ほどご説明しますが今期の業績をつくる軸としていた「既存大手顧客の浸透」が低

調に進捗していることを背景に、想定を下回る結果となりました。 
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FY2025.Q3の概要です。 

まずは事業進捗です。 

2025年 11月、サービス価値を大きく高める２つの新サービスをリリースしました。それに伴い、顧

客に対して新サービス提供前に案内する活動に営業リソースを集中的に投下し、来期以降の成長を加

速させるパイプライン構築を優先しました。 

その結果、未導入ユーザーの獲得や全社一括導入などに振り向けるリソースが一時的に減少したこと

で、ARR増額が低調に進捗することとなりました。 

 

続いて、業績進捗です。 

第３四半期の売上高 12.3億円（YoY+17%）、ARR49億円（YoY+17%）、戦略アップデートの影響

もあり想定を下回る進捗です。 

一方で、第 3四半期累計期間、EBITDAが前期比＋3.9億円改善し黒字化、営業損失は 0.6億円で着

地しています。 

 

最後に、業績予想についてです。 

これまでご説明している、事業進捗と業績進捗を踏まえて、通期業績予想を修正しております。業績

予想の背景については後ほどご説明いたしますが、現在の戦略的リソース配分の変更に伴う ARR成

長の一時的な停滞は、FY2026.Q1が底打ちになると想定しています。 
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業績進捗についてです。 

 

期初計画にて、営業利益の四半期黒字化を今回の第３四半期に計画しておりましたが、先ほどもご説

明した売上高の低調な進捗と事業進捗を踏まえた戦略変更を主な要因として、営業損失で着地しまし

た。 

 

 
業績予想の修正についてです。 

この度、2025年 12月期の通期業績予想を、売上高 49億円、営業損失 5,800万円と修正いたしま

す。 

投資家の皆様のご期待に沿えなかったこと、心よりお詫び申し上げます。 

しかしながら、今回の修正は事業の失速によるものではなく、中長期的な成長基盤を確立するための

戦略的なリソース配分の結果であると考えています。 
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まず、売上高の修正の理由は、２つの新サービスをリリースしたことに伴い、提供開始前の顧客案内

に営業リソースを集中的に投下した結果、未導入ユーザーの開拓や全社一括導入等の活動が一時的に

減速し、ストック売上の積み上げが期初計画を下回る見込みとなりました。 

 

営業利益については、売上高進捗に応じたコストコントロールは実施しておりますが、中長期の成長

をつくる「開発」や「採用」等に対する投資は戦略的に継続しているため、売上高進捗と戦略的投資

の継続を背景に、通期では営業損失となる見込みとなりました。 

 

 

重点施策の進捗と評価についてです。 

 

３つの重点施策のうち、未導入企業の浸透と DX先進企業との共創は一定順調、想定通りに進んでお

りますが、「既存大手顧客の浸透」については戦略変更が必要であると判断しました。 
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変更した戦略について説明します。 

当社は今後、今年の 7月にリリースした中期プロダクト Visionである「SPIDER+ Workspace構想」

を成長戦略の軸に据え、事業を推進してまいります。 

 

現状の SPIDER+では時間のかかっている「大手顧客への浸透」を早めるためのものです。

Workspace構想を進めることで、SPIDER+では叶えきれなかった顧客の DXニーズを実装しやすく

なるため、大手顧客への業務プロセスへ入り込み易くなります。 

 

販売戦略としても、「SPIDER+ Workspace」として一つのパッケージを販売していくことになるた

め、今後新たな機能・サービスを開発した際の営業効率、付加価値に見合った価格設定の柔軟性を高

めることができると考えています。 

 

 

「SPIDER+ Workspace構想」に基づき、2つのサービスリリースと販売プランの刷新を実施いたし

ております。 

 

S+Report、S+Collaboのリリースを皮切りに、来期以降複数の新サービスを開発・販売予定です。 

恒常的に SPIDER+ Workspaceの付加価値を拡大することで、新プランの浸透を加速することを狙っ

ています。 
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ARRの結果についてご説明します。 

 

ARRは戦略の変更もあって、既存顧客の ARR純増が低調になった結果、YoY+17%で着地いたしま

した。 

 

 
 

ARPAは、長期化している大手顧客の大型商談の一部が進捗し、YoY+9%で着地しました。 
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契約企業数については、新規契約企業が安定して増加し、解約社数も減少傾向に入り純増企業数が前

四半期から増加しています。 

 

 

 

解約率については、カスタマーサクセス体制強化を継続し、解約率のさらなる低減に取り組んでいま

す。また、解約企業が「導入年数の短い小規模企業中心」である傾向、解約企業の ARRが成長に与

える影響は限定的であることも変わりありません。 
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KPIの推移を顧客規模別にまとめたスライドです。 

 

現状、大手企業向けは顧客内浸透（ARPAの上昇）、中小企業向けは新規顧客の開拓（契約企業数の

増加）が課題です。これらの課題に対して、「SPIDER+ Workspace構想」を軸とした新戦略で回復

を図ってまいります。 

 

前四半期から取り組んでいるプロフェッショナルサービスについてです。 

 

プロフェッショナルサービスは、企業ごとに異なる DXニーズに応える課題解決型のサービスです。

大手企業各社は、DX予算を増やすなど需要が拡大しており、現在のプロフェッショナルサービスで

は個社開発案件を中心に推進しています。 
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第３四半期では、長谷工コーポレーション様との共同開発機能に AIを搭載するアップデートを実

施、公開いたしました。 

 

 

ここから、財務ハイライトの説明にまいります。 

 

 

FY2025.Q3末時点における現預金残高約 26億円、自己資本比率 62.9%となっております。安定的な

財務基盤のもと事業を進めています。 
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続いて、連結損益計算書です。売上高の大半がストック収入である構造に変わりはなく、ストック収

入の増加に伴い、売上高が増加しています。 

なお、売上総利益率は、新たなプロダクトロードマップに基づく開発プロジェクトの見直しや開発体

制の見直し等により、前年同期比から+6.6pt改善しています。 

 

 

 

売上総利益についてです。限界利益率は安定的に推移しています。また、売上総利益率は 74%の水

準を維持しています。今後も 70％超の売上総利益率を安定的に維持できる見込みです。 
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販管費についてです。第３四半期の販管費は、新プロダクトなどの開発投資を強化したことで、R&D

関連の投資が前四半期から増加しています。 

第４四半期もコストコントロールを実施しながら、開発投資や人的投資を戦略的に実施してまいりま

す。四半期平均 9〜10億円の範囲で計画的に投資してまいります。 

 

 

人的投資の状況です。組織の生産性指標として、「従業員一人あたりの ARR」を見ながら投資を行

う方針であり、第４四半期も直前四半期と概ね同水準の生産性を確保しながら、人的投資を実施して

います。 

 

 

 

以上 
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【本件に関するお問い合わせ】 

スパイダープラス株式会社 財務 IR部 

メール問い合わせ先：ir@spiderplus.co.jp 

電話問い合わせ先 ：03-6709-2834 

 

mailto:ir@spiderplus.co.jp

